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第 45 号 令和７年１月 15 日（2）と　ち　の　は

　

栃
木
県
南
端
の
自
然
豊
か
な
野
木
町

で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
が
渡
良
瀬
遊
水
地
内
で
「
ヨ
シ
刈

り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

は
、
単
な
る
自
然
保
護
だ
け
で
な
く
、

伝
統
的
な
国
産
よ
し
ず
の
材
料
を
確
保

す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
日
本
最
大
級
の
湿

地
で
あ
り
、
多
様
な
生
態
系
を
育
む
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
で
す
。
こ
の
地

域
に
広
が
る
ヨ
シ
は
、
湿
地
の
環
境
を

守
る
一
方
で
、
繁
茂
す
る
と
他
の
植
物

の
成
長
を
妨
げ
た
り
、
生
物
多
様
性
を

損
な
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
適
切
な
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
ヨ

シ
刈
り
は
湿
地
の
生
態
系
を
守
る
重
要

な
活
動
で
す
。

　

さ
ら
に
、
野
木
町
で
行
わ
れ
る
ヨ
シ

刈
り
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
国
産
よ

し
ず
の
製
造
に
使
わ
れ
る
材
料
を
確
保

す
る
こ
と
で
す
。
よ
し
ず
は
、
夏
場
の

日
よ
け
や
目
隠
し
と
し
て
使
用
さ
れ
る

日
本
の
伝
統
的
な
生
活
用
品
で
、
天
然

素
材
の
美
し
さ
や
機
能
性
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。
渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ

は
、
そ
の
品
質
の
高
さ
か
ら
高
級
よ
し

ず
の
原
料
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
お
り
、

野
木
町
で
作
成
さ
れ
た
よ
し
ず
は
、
新

宿
御
苑
や
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
と
い
っ
た

名
高
い
庭
園
で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
産
よ
し
ず
の
製
造
に
は
、
刈
り

取
っ
た
ヨ
シ
を
丁
寧
に
加
工
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
工
程
で
は
、
自
然

乾
燥
や
手
作
業
で
の
仕
上
げ
を
通
じ

て
、
高
品
質
な
製
品
が
生
み
出
さ
れ
ま

す
。
２
０
１
８
年
に
は
、
こ
の
製
品
が

栃
木
県
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
、

そ
の
文
化
的
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

野
木
町
の
ヨ
シ
刈
り
は
、
厳
し
い
寒

さ
の
冬
場
に
行
わ
れ
、
毎
年
3
月
に
開

催
さ
れ
る
渡
良
瀬
遊
水
地
の
「
ヨ
シ
焼

き
」
の
直
前
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。
ヨ

シ
焼
き
は
湿
地
の
管
理
と
景
観
保
全
を

目
的
と
す
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
、

野
木
町
の
住
民
が
ヨ
シ
刈
り
に
込
め
た

努
力
が
そ
の
基
盤
を
支
え
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
単
な
る
自
然
環
境
の
保

全
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
守
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
た
ち

は
、
ヨ
シ
刈
り
作
業
を
通
じ
て
、
地
元

の
自
然
と
文
化
を
支
え
る
一
翼
を
担

い
、
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
に
も
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
ヨ
シ
刈
り
活
動
も
含
め
多
種

多
様
な
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
紙
写
真
に
寄
せ
て

公
益
社
団
法
人
　
野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
年
の
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
　
小
　
川
　
俊
　
彦

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
を
迎
え
、
ま
ず
は
日
々
の
ご

支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
は
、
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
の
活
動
に
お
い
て
多
く
の
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
は
「
巳
年
」
に
あ
た

り
ま
す
。
巳
は
「
再
生
」
や
「
知
恵
」
を

象
徴
す
る
干
支
で
あ
り
、
私
た
ち
の
こ
れ

か
ら
の
歩
み
を
考
え
る
う
え
で
、
大
き
な

示
唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

「
知
恵
」
を
出
し
合
い
、
創
意
工
夫
に
よ

り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
さ
ら
な
る

成
長
を
遂
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
会
員
数
の
減
少
と
い
う
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
今
後
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
高
齢
化

社
会
が
進
展
す
る
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
お
り
、
同
時
に
会
員
の
皆
様
の
意

欲
を
維
持
し
、
新
た
な
会
員
を
迎
え
る
た

め
の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
連
合
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
地
域
で
の
啓
発
活
動
や
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
積
極
的
に
進
め
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て
活
動

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

会
員
の
皆
様
が
さ
ら
に
活
躍
で
き
る
場
を

提
供
す
る
た
め
に
、
連
合
会
並
び
に
各
セ

ン
タ
ー
役
職
員
の
資
質
向
上
も
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ら
一
人
ひ
と
り
が
専
門
性
を
高

め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に

基
づ
い
た
深
い
理
解
を
持
つ
こ
と
が
、
発

注
者
や
会
員
に
質
の
高
い
支
援
を
提
供
す

る
た
め
に
重
要
で
す
。
職
員
が
成
長
す
る

こ
と
で
、
会
員
数
の
増
加
や
組
織
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
研
修
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会

を
増
や
し
、
職
員
の
学
び
の
機
会
を
提
供

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
は
「
知
恵
」
の
年
と
し
て
、

私
た
ち
自
身
が
新
た
な
挑
戦
を
し
、
成
長

す
る
年
で
あ
る
べ
き
で
す
。
巳
年
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
自
身
が
「
再

生
」
し
、
「
知
恵
」
を
活
か
し
、
地
域
社

会
を
支
え
る
力
と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く

し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
共
に
歩
み
、
共
に
成
長
し
、
よ

り
良
い
未
来
を
築
い
て
い
け
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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連
合
会
で
は
、
「
事
業
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
着
実
な
事
業
の
実
施
に
努
め
、

各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
各
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
振

り
返
り
つ
つ
、
令
和
６
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　

会
員
拡
大
・
普
及
啓
発
事
業
で
は
、
県

内
会
員
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
県
民
の
皆
様
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
、
情
報
発
信

に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
栃
木
県
庁
や

栃
木
県
立
図
書
館
な
ど
で
の
展
示
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
見
直
し
や
会
員
募

集
用
の
ぼ
り
旗
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
広
報
活
動
で

は
、
い
き
い
き
元
気
な
セ
ン
タ
ー
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
内
容
を
見
直
し
、
県

民
の
皆
様
へ
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
会
員
の
拡
大
に
つ
な
が
る

取
組
み
に
つ
い
て
、
各
セ
ン
タ
ー
や
会
員

の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
事
業
を
実
施
し
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
拡

充
に
向
け
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
事
業
に
お
け
る
安
全
・
適

正
就
業
の
推
進
の
た
め
、
今
年
度
も
７

月
を
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」

と
定
め
、
就
業
中
及
び
就
業
途
上
の
事

故
撲
滅
と
就
業
形
態
の
適
正
化
を
県
内

セ
ン
タ
ー
で
重
点
的
に
取
組
む
と
と
も

に
、
連
合
会
に
よ
る
県
内
６
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
会
員
の
安
全
意
識
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
「
安
全
・
適
正
就
業
担
当

役
職
員
研
修
会
」
を
開
催
し
、
「
事
故

０
」
を
目
指
し
て
安
全
対
策
の
意
識
を

さ
ら
に
高
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
就
業
を
啓
発
す
る
た
め
、

の
ぼ
り
旗
の
作
成
や
㈱
エ
フ
エ
ム
栃
木

が
主
催
す
る
「
無
事
故
無
違
反
チ
ャ
レ

安
全
・
適
正
就
業
推
進
事
業

各
種
研
修
会
・
会
議
な
ど
の
開
催

就
業
開
拓
推
進
事
業
　
　
　

ン
ジ
！
２
０
２
４
」
に
協
賛
及
び
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
安

全
就
業
へ
の
取
組
強
化
を
地
域
に
発
信

し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
８
月
21
日
︵
水
︶
～
26
日

︵
月
︶の
う
ち
３
日
間
、
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

の
趣
旨
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
理
解
促

進
や
、
補
助
金
の
安
定
確
保
な
ど
へ
の

協
力
を
求
め
、
支
援
要
請
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
本
活
動
で
は
、
栃
木
県
知

事
及
び
栃
木
県
議
会
議
長
な
ど
の
行
政

団
体
と
商
工
関
係
団
体
な
ど
11
箇
所
に

対
し
て
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
協
会
の
令
和
６
年
度
定
時
総

会
で
決
議
さ
れ
た
要
望
書
及
び
当
連
合

会
の
要
請
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
及
び
セ
ン
タ
ー
の

運
営
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
会
員

及
び
セ
ン
タ
ー
職
員
を
対
象
に
研
修
会

や
会
議
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
員
対
象

　

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　

講
座

　

・
健
康
づ
く
り
講
座

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　
　

ョ
ン
講
座

　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

職
員
対
象

　

・
法
律
問
題
に
つ
い
て

　

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修

　

・
会
計
研
修

　

・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
例
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

▲

植
木
剪
定
作
業
現
場
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル

▲

会
員
募
集
用
の
ぼ
り
旗

▲

安
全
就
業
啓
発
用
の
ぼ
り
旗

▲岩佐県保健福祉部長（右）
　小川理事長（左）

会
員
拡
大
・
普
及
啓
発
事
業

令
和
６
年
度
連
合
会
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
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◇
周
知
・
広
報

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

よ
り
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
会
員
の
募
集
、
仕
事
の
ご
依

頼
、
就
業
体
験
や
技
能
講
習
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
案
内
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
新
聞
、
広
報
誌
、
折
込
み
チ
ラ
シ
、

当
連
合
会
や
栃
木
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
活
用
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
新
規
入
会
に
つ
な
げ

る
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
郵
便
局
で
の
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
、
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
て
の

Ｐ
Ｒ
、
な
ら
び
に
Ｃ
Ｍ
の
放
送
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

◇
就
業
体
験
・
技
能
講
習

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
を
希

望
す
る
方
を
対
象
に
、
就
業
体
験
や
技
能

講
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
仕
事
ぶ
り
を
見
学
し
説
明
を
聞

く
こ
と
で
入
会
後
の
様
子
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
就
業
体

験
」
と
、
会
員
と
し
て
就
業
す
る
際
に
役

立
つ
基
礎
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
く
「
技

能
講
習
」
は
、
本
事
業
で
の
重
要
な
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

何
れ
も
好
評
を
得
て
い
る
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
内
容
の
充
実
を
図
る
と
共

に
、
よ
り
一
層
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
と

な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

▲幸せライフセミナー▲ラジオ番組出演

▲就業体験（カート整理）▲技能講習（整枝・剪定）

自分の得意が
　　活かせる！

そば殻枕
（芳賀町ＳＣ）
立ち上げ当初から
の作り方が受け継
がれ、女性会員3
名がそば殻枕など
を製作し、「道の
駅　はが」などで
販売しています。

スマホ講座
（小山市ＳＣ）

はじめてスマホを使
う方や操作に自信が
ない方へ向けたスマ
ホ講座（計６講座）
を１回500円で受講
できます。

手作り石けん
（宇都宮市ＳＣ）
宇都宮市ＳＣで石け
ん作りを始めて 15
年。オリーブオイル
を使った肌に優しい
石けんをぜひ一度お
試しください。

門松（那須烏山市ＳＣ）
30年以上続く門松作りは、
６年度も会員６名にて実施
しており、毎年市内外より
ご好評を頂いております。
近年は松不足で苦慮してい
ますので情報がありました
らお寄せください。

県内センターの独自事業紹介センターの　
　至極の一品

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業



（5）令和７年１月 15 日 第 45 号と　ち　の　は

　

「
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

女
性
の
会
」
は
令
和
３
年
２
月
に
発
足

し
、
現
在
は
９
セ
ン
タ
ー
構
成
員
18
名

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
１
回
は
先
進
事
例
の
視
察
と
「
い

き
い
き
シ
ル
バ
ー
作
品
展
示
即
売
会
」

を
実
施
し
、
女
性
会
員
の
拡
大
及
び
活

躍
範
囲
を
広
げ
る
た
め
の
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
視
察
と
し
て
は
、

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
た

「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会
２
０
２
４
in

埼
玉
」
に
参
加
し
、
県
外
の
活
動
を
間

近
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
販
売

も
行
い
、
県
外
の
皆
様
へ
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
場
と
も
な
り
ま
し
た
。
作

品
展
示
即
売
会
と
し
て
は
、
12
月
に
小

山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
小
山
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ス
タ
in
２
０
２
４
」
に
参
加
し
、

多
く
の
県
民
の
皆
様
に
女
性
会
員
の
幅

広
い
活
躍
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

次
年
度
に
つ
い
て
も
女
性
の
会
の
発

展
に
向
け
て
一
考
し
、
更
な
る
活
躍
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　令和６年 11月 19 日（火）、大宮ソニックシティ（埼玉県さいた
ま市）で開催された「シルボンヌ全国大会 2024in 埼玉」に、本県
から３センターが参加し、ステージイベントと展示販売ブースを盛
り上げました。
　ステージイベントでは、佐野市シルバー人材センターが女性委員
会の活動についての事例発表を行い、女性会員の皆さんがシルバー
クッキング教室やお茶べりサロンの活動を通じ、元気にいきいきと
活躍されている状況を全国へ発信しました。
　同会場には、全国から 11センターの出展販売ブースが設けられ、
各センター趣向を凝らした作品が展示されました。本県からは「栃
木県シルバー人材センター女性の会」として、宇都宮市シルバー人
材センターと鹿沼市シルバー人材センターが代表で出展しました。
両センターとも女性会員が手がけたかわいらしい編みぐるみやこだ
わりを感じるクラフトバッグなどを展示販売し、来場者に本県の女
性会員の活躍を知っていただく良い機会となりました。
　また、来場者へ配付された全国版のシルボンヌ女性活躍事例集で
は宇都宮市シルバー人材センターの会員が、関東ブロック版では佐
野市シルバー人材センターの活躍が掲載され、栃木県の女性会員の
魅力を広めることができました。

シルボンヌ全国大会 2024 in 埼玉

駒場 長子 副代表
（鹿沼市SC所属）

　「女性の会」では、笑いヨガ、
フレイル予防運動など、他市
の会員さんと一緒に楽しく学
ぶことが出来ます。笑顔あふ
れる雰囲気の中
で、さらにシル
バーの和を広げ
ていきたいと思
います。

髙橋 京子 副代表
（宇都宮市SC所属）

　地域に根ざすＳＣにとっ
て、刺激と気付きが得られ
る貴重な場と思います。
　皆様とより
一層、交流の
輪が広がる事
を願っていま
す。

関根 浩子 代表
（日光市SC所属）

　皆さんのすばらしい活動
に拍手です！女性の会は情
報交換に欠く事のできない
交流の場です。
　今後とも、
女性会員の拡
大に向けて一
緒に頑張りま
しょう！

▲佐野市ＳＣ発表の様子

▲女性の会展示販売ブース

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

女
性
の
会
活
動
状
況
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県
都
宇
都
宮
に
隣
接
し
た
水
田
地
帯
が

広
が
る
高
根
沢
町
は
、
皇
室
の
台
所
と
称

さ
れ
る
「
宮
内
庁
御
料
牧
場
」
が
あ
る
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
状
況

　

高
根
沢
町
は
、
農
村
地
帯
の
た
め
企
業

が
少
な
く
、
作
業
依
頼
は
、
町
と
一
般
家

庭
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
入
会
者
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る

会
員
不
足
は
、
多
く
の
セ
ン
タ
ー
と
同
様

に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
除
草

作
業
、
植
木
剪
定
等
の
屋
外
作
業
に
と
ど

ま
ら
ず
、
屋
内
清
掃
な
ど
に
携
わ
る
会
員

も
不
足
し
て
お
り
、
発
注
者
の
要
望
に
応

え
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

会
員
の
増
強
の
た
め
に
は
、
会
員
の
就

業
ニ
ー
ズ
と
現
状
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解

消
と
新
た
な
職
域
開
拓
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
等
の
見
守
り
事
業

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
等
の
見
守

り
・
ゴ
ミ
出
し
の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま

す
。
町
内
の
企
業
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
軽
ト

ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
、
複
数
の
会
員
が
100

件
ほ
ど
の
家
庭
を
週
一
回
安
否
確
認
に
訪

問
し
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　

会
員
の
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
役
場
窓
口
の
休
日
受
付
や
事
務

作
業
、
米
検
査
補
助
作
業
、
団
体
や
町
の

イ
ベ
ン
ト
の
会
場
設
営
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

︵
写
真
︶
作
製
の
下
準
備
な
ど
、
当
セ
ン

タ
ー
で
対
応
で
き
そ
う
な
作
業
は
、
可
能

な
限
り
受
託
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
女
性
会
員
に
つ
い
て
は

会
員
が
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
ほ
と
ん

ど
の
就
業
が
清
掃
作
業
と
い
う
こ
と
か

ら
、
入
会
の
促
進
と
合
わ
せ
て
職
域
の
開

拓
に
つ
い
て
思
案
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
魅
力
創
出

　

入
会
促
進
の
た
め
に
は
、
就
業
機
会
の

確
保
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
仕
事
以
外

の
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
も
必
要
で
す
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
︵
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
︶
や

新
年
会
、
講
習
会
︵
令
和
５
年
度
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
︶
等
を
実
施

し
、
会
員
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場

を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
は
、
会
員
の
拡
大
や
就
業
機

会
の
拡
大
な
ど
、
従
来
か
ら
の
課
題
に
加

え
、
新
た
な
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
役
職

員
、
会
員
が
協
力
し
合
い
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

 

▲シルバーの日　奉仕作業

▲見守り事業（軽トラック）

▲たんたん祭り モニュメント

高根沢町

セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介

公
益
社
団
法
人  

　
高
根
沢
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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公
共
施
設
等
で
除
草
作
業
を
実
施

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
、
猛
暑
対

策
並
び
に
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
７
月
25

日
か
ら
８
月
24
日
ま
で
の
１
か
月
間
、

「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
度
︵
午
前
中
の
み
の

就
業
︶
」
の
導
入
を
試
験
的
に
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
は
機
械
除
草
に
限
定
し
て
実
施

し
ま
し
た
が
、
班
員
か
ら
は
、
「
体
へ
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
」
な
ど
好
評
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
で
は
次
年
度
よ
り
他
の
職
種
へ
の

導
入
の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
普
及
啓
発
促
進
月
間
の
統
一
行

動
と
し
て
、
公
共
施
設
等
で
の
除
草
作
業

を
実
施
し
、
全
会
員
の
３
割
に
あ
た
る

１
５
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
閑
張
り
の
ざ
る
制
作
体
験

　

新
た
な
独
自
事
業
の
試
み
と
し
て
10
月

７
日
、
28
日
に
﹃
一
閑
張
り
の
ざ
る
制
作

体
験
﹄
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

﹃
一
閑
張
り
﹄
と
は
、
日
本
伝
統
の
紙

漆
細
工
で
、
ざ
る
に
和
紙
を
張
り
重
ね

て
、
形
を
作
り
、
型
が
完
成
し
た
ら
柿
渋

を
塗
り
色
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
８
名
の
会
員
が
参
加
し
、
講

師
の
方
か
ら
作
り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
制
作
を
し
ま
し

た
。

セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介

公
益
社
団
法
人  

　
鹿
沼
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

鹿沼市

▲除草作業

▲制作の様子

▲完成した一閑張り作品▲参加者の皆さん

▲鹿沼消防本部での除草活動（92名の会員が参加）
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栃
木
市
は
、
平
成
22
年
3
月
に
栃
木
市

と
大
平
町
、
藤
岡
町
、
都
賀
町
の
1
市
3

町
が
合
併
し
、
平
成
23
年
10
月
に
西
方
町
、

平
成
26
年
4
月
に
岩
舟
町
と
合
併
し
て
現

在
に
至
り
ま
す
。

　

市
の
西
側
に
三
毳
山
、
岩
船
山
、
中
央

に
太
平
山
、
南
側
に
は
渡
良
瀬
遊
水
地
な

ど
の
自
然
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
渡
良
瀬
川
、
思
川
、
巴
波
川
な
ど
豊

か
な
河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

本
部
、
2
事
業
所
、
2
連
絡
所
の
組
織
体

制
で
、
各
所
の
職
員
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
日
々
の
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　

独
自
事
業

　

独
自
事
業
で
あ
る
刃
物
研
ぎ
は
、
平
成

8
年
4
月
か
ら
開
始
し
、
現
在
ま
で
28
年

間
に
亘
り
、
会
員
へ
受
け
継
が
れ
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
月
に
二
回
、
各
地
域
を
巡
回

し
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
刃

物
は
、
砥
石
を
使
用
し
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
に
も
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
心
待
ち
に
し
て
い
る
地
域
の

方
々
へ
、
シ
ル
バ
ー
の
刃
物
研
ぎ
を
提
供

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
受
け
継
ぐ
会
員
の

発
掘
・
育
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

普
及
啓
発
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
強

化
月
間
を
と
ら
え
、
6
地
域
︵
栃
木
、
大

平
、
藤
岡
、
都
賀
、
西
方
、
岩
舟
︶
に
お

い
て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
会
員
同
士

の
親
睦
及
び
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を
目
的
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
同
士
の
親
睦
を
図
る
た
め
各
地
域

に
設
置
し
て
い
る
地
域
班
が
主
体
と
な
り
、

会
員
へ
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
会
員
同
士
、
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
他
に
も
、

会
員
拡
大
や
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を
目
的
と

し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
1
分
間
Ｐ

Ｒ
、
公
共
施
設
・
民
間
事
業
所
へ
の
チ
ラ

シ
設
置
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
な
ど
、
会

員
と
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

第
一
次
中
期
計
画

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
が
著
し
い
状
況

の
下
で
、
引
き
続
き
、
セ
ン
タ
ー
が
市
民

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
就
業

を
遂
行
し
、
会
員
が
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
第
一
次
中
期
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
会
員
の
増
強
、
就
業
機

会
の
拡
大
と
開
拓
、
安
全
就
業
の
徹
底
な

ど
、
課
題
は
多
様
に
あ
り
ま
す
。
会
員
と

協
働
し
て
、
会
員
の
笑
顔
と
お
客
様
の
笑

顔
を
つ
な
ぐ
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

栃木市

▲巴波川と蔵の街遊覧船

▲刃物研ぎ

▲渡良瀬遊水地クリーン作戦

▲イベント出展時の PR 活動

セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介

公
益
社
団
法
人  

　
栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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大
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
大
活
躍
し
て
い
る
橋
本
和
伸

さ
ん
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

橋
本
さ
ん
は
平
成
30
年
６
月
に
入

会
さ
れ
、
屋
内
外
の
清
掃
、
草
取
り

及
び
軽
微
な
業
務
を
積
極
的
に
引
き

受
け
て
く
だ
さ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
必
要
不
可
欠
な
存
在
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
心
が

け
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
は
「
で
き
る
だ
け
効
率
よ

く
作
業
す
る
こ
と
」
と
の
こ
と
で
す
。

橋
本
さ
ん
は
清
掃
業
務
に
お
い
て
、

必
要
な
用
具
が
多
く
整
理
し
き
れ
な

い
為
、
自
車
に
積
め
る
程
度
の
台
車

を
自
分
で
作
製
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
用
具
を
何

回
に
も
分
け
て
運
ぶ
手
間
を
省
く
こ

と
で
、
効
率
よ
く
清
掃
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

橋
本
さ
ん
は
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員

に
な
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
３
回
の

ガ
ン
の
手
術
を
経
験
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
幸
い
に
も
、
す
べ
て
ス
テ
ー

ジ
１
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
毎
回
主
治
医
の
先
生
に
驚
か
れ

る
ほ
ど
の
回
復
力
と
の
こ
と
で
、
そ

の
回
復
力
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
に
な
り
、
元
気
な
身
体

を
維
持
で
き
て
い
る
か
ら
」
と
橋
本

さ
ん
は
断
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
元
気
な
高
齢
者
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
橋
本
さ
ん
の
益
々
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
公
益
社
団
法
人 

大
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

橋は
し

　
本も

と

　
和か

ず

　
伸の

ぶ

　
さ
ん
　
72
歳

会
員
紹
介

▲自身で作製した台車で清掃用具を運ぶ橋本和伸さん

▲清掃の様子

▲トイレ清掃の様子
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「
道
の
駅
ま
し
こ
」
の
あ
る
風
光
明

媚
な
里
山
風
景
の
豊
か
な
益
子
町
の
益

子
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

を
代
表
し
て
、
理
事
長
の
髙
橋
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　

地
元
企
業
を
退
職
さ
れ
、
平
成
二
十

九
年
四
月
の
入
会
で
会
員
歴
七
年
の
髙

橋
さ
ん
は
、
昨
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た

定
時
総
会
で
理
事
長
に
選
出
さ
れ
た
、

若
干
七
十
一
歳
の
若
手
理
事
長
で
す
。

日
頃
は
草
刈
班
の
班
長
と
し
て
、
明
る

く
、
実
直
で
積
極
的
に
就
労
に
勤
し
ん

で
お
り
ま
す
。

　

お
住
ま
い
は
町
の
西
方
の
真
岡
市
よ

り
の
塙
地
区
で
、
奥
様
と
二
人
暮
ら

し
、
「
趣
味
・
特
技
は
？
」
の
問
い
か

け
に
「
な
い
」
と
の
こ
と
。
今
で
は
草

刈
の
仕
事
が
趣
味
・
特
技
に
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

理
事
長
就
任
後
は
、
こ
こ
数
年
の
懸

案
事
項
で
あ
っ
た
配
分
金
単
価
の
見
直

し
を
推
し
進
め
、
令
和
七
年
度
か
ら
改

正
す
る
手
は
ず
を
整
え
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
去
る
十
一
月
十
六
日
に
開
催

さ
れ
た
町
を
挙
げ
て
の
催
事
「
益
子
町

民
ま
つ
り
」
で
は
、
益
子
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
で
陣
頭
指
揮

を
と
ら
れ
、
独
自
事
業
の
「
門
松
」
の

受
注
受
付
や
新
規
会
員
募
集
斡
旋
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
、
理
事
長
と
し

て
、
高
齢
者
の
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
の
実
現
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
目
的
と
し
て
、
会
員
、
役
員
、
事
務

局
が
一
丸
と
な
っ
て
、
新
規
会
員
の
確

保
や
既
存
会
員
の
安
全
就
労
を
促
し
な

が
ら
、
小
規
模
な
が
ら
も
益
子
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
末
永
く
存
続
で

き
る
よ
う
、
持
続
可
能
な
運
営
を
着
実

に
進
め
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

草
刈
班
班
長
と
し
て
、
さ
ら
に
理
事

長
と
し
て
今
後
の
ご
活
躍
に
ご
期
待
い

た
し
ま
す
。

　
　
公
益
社
団
法
人 

益
子
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　

髙た
か

　
橋は

し

　
和か

ず

　
弘ひ

ろ

　
さ
ん
　
71
歳

会
員
紹
介

▲「益子町民まつり」の様子

▲道の駅ましこ

▲髙橋和弘さん
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野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
宇
都
木
洋
一
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

宇
都
木
さ
ん
は
、
栃
木
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
実
施
し
て
い

る
就
業
体
験
を
経
て
令
和
５
年
８
月
に

入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
病
院
内
で
の
ご
み
の
収
集
作

業
を
担
当
し
て
お
り
、
清
潔
で
快
適
な

環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
日
々
努
め
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
丁
寧
で
迅
速
な
仕

事
ぶ
り
は
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
様

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
都
木
さ
ん
は
、
環
境
の
清
掃
管
理

を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

に
強
い
意
欲
を
持
ち
、
責
任
感
と
プ
ロ

意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

病
院
と
い
う
特
殊
な
環
境
で
の
作
業

に
は
、
衛
生
管
理
や
安
全
性
へ
の
細
や

か
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
宇
都

木
さ
ん
は
こ
れ
ら
を
確
実
に
実
践
し
、

信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
都
木
さ
ん
の
趣
味
は
囲
碁

で
す
。
地
域
で
の
囲
碁
活
動
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
、
囲
碁
を
通
じ
て
培
っ
た

集
中
力
や
冷
静
な
判
断
力
は
、
仕
事

に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

宇
都
木
さ
ん
の
存
在
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
に
欠

か
せ
な
い
貢
献
を
続
け
て
い
か
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
温
か
い
お
人
柄
と
確
か

な
技
術
で
、
地
域
の
皆
様
に
安
心
と
快

適
さ
を
提
供
し
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
、
私
た
ち
一
同
心
よ
り
応
援
し
て
お

り
ま
す
。

▲宇都木洋一さん

▲病院内での作業姿

就
業
体
験
か
ら
の
初
の
入
会
者

　
　
公
益
社
団
法
人 

野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

宇う

つ

ぎ

都
木
　
洋よ

う

　
一い

ち

　
さ
ん
　
83
歳

会
員
紹
介
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公益財団法人
栃木県シルバー人材センター連合会
〒３２０－８５０３　
栃木県宇都宮市駒生町3337-1　とちぎ健康の森内
　　　　　　TEL　０２８－６２７－１１７９

栃木県シルバー人材センター連合会 検索

　今回の「とちのは」も構成を改め、セ
ンターの幅広い活動を紹介させていただ
きました。
　企画広報委員会並びに執筆していただ
いた皆さん、ご協力ありがとうございま
した。

企画広報委員
●松村　誠 委員長（栃木県シルバー人材センター連合会）
●山田瑠美子 委員（宇都宮市シルバー人材センター）  
●和泉田憲吾 委員（小山市シルバー人材センター）  
●鈴 木　 誠 委員（大田原市シルバー人材センター）
●荒井久美子 委員（那須烏山市シルバー人材センター）
●飯村　正行 委員（益子町シルバー人材センター）
●山﨑　喜人 委員（野木町シルバー人材センター）

連合会ホームページ 会員募集中‼

　　　　　　　　　
○ 全シ協第２次100万人計画目標会員数（栃木県）の達成率
が、95.0％以上のセンターであるセンター

　　栃木市ＳＣ　　　真岡市ＳＣ　　　　大田原市ＳＣ
　　さくら市ＳＣ　　那須烏山市ＳＣ　　茂木町ＳＣ
　　市貝町ＳＣ　　　芳賀町ＳＣ　　　　壬生町ＳＣ
　　野木町ＳＣ　　　高根沢町ＳＣ　　　那珂川町ＳＣ
○ 女性会員が前年度末から減少しておらず、女性会員の構成
比が45.0％以上かつ過去３年間表彰実績がないセンター

　　鹿沼市ＳＣ

○ 会員歴が通算で20年を超え、かつ、他の模範として功
績があった会員

　　県内14ＳＣ　　県下47名
 　  　

編 集
記後

○ 全シ協に加入するセンター又は都道府県連合において、
10年以上役員として就任し、推薦時においても、会長又
は理事長の職にある者

　　小山市ＳＣ　　生井　克明　理事長
　　上三川町ＳＣ　濱野　英一　理事長

シニアの魅力ある社会参加活動の普及と活躍の推進を目的
に、老人クラブ活動を主体とした社会貢献活動等を「元気
シニア活躍推進モデル事業」として実施しています。

当日は、「元気シニア活躍推進モデル事業」実施先の老人
クラブ（栃木市 静寿会、箱森東部シニアクラブ、足利市 
川崎町曙クラブ）の代表者様から、事業の結果報告を中心
に、シニアの社会参加活動に関する「最新の情報やノウハ
ウ等」も、併せてご報告いただきます。

シルボンヌとは…
シルボンヌ「Silbonne」とは
英語「silver」とフランス語「bonne」
を合わせた造語であり、シルバー人材
センターの女性会員のことです。

栃木県シルバー人材センター連合会表彰

（敬称略）

（敬称略） （敬称略）

全 シ 協 会 長 表 彰

長期就任会長表彰

センター表彰 会 員 表 彰


